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本
の
街
の
誕
生
─
─
東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町

　

Ｊ
Ｒ
御
茶
ノ
水
駅
で
降
り
て
お
茶
の
水
橋
口
に
出
る
と
、
そ
こ
は
神
田
駿
河
台
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
近
く
の
杏き

ょ
う

雲う
ん

堂ど
う

病

院
敷
地
の
一
角
に
は
「
大
久
保
彦
左
衛
門
屋
敷
跡
」
と
記
さ
れ
た
碑
が
あ
る
。
駿
河
台
と
い
う
町
名
は
、
徳
川
家
康
と
と
も

に
駿
河
国
駿
府
（
現
在
の
静
岡
県
静
岡
市
）
に
移
住
し
て
い
っ
た
大
久
保
彦
左
衛
門
な
ど
の
家
臣
た
ち
が
、
家
康
が
亡
く
な
っ

た
後
に
江
戸
に
戻
っ
て
こ
の
地
に
居
を
構
え
た
こ
と
に
よ
る
。
い
ま
も
残
る
神
田
淡
路
町
や
神
田
神
保
町
の
町
名
が
鈴
木
淡

路
守
、
神
保
長
治
と
い
っ
た
旗
本
の
名
前
に
由
来
す
る
よ
う
に
、
当
時
の
駿
河
台
か
ら
皇
居
周
辺
に
は
旗
本
・
大
名
屋
敷
が

多
く
あ
っ
た
。
明
治
維
新
後
、
そ
れ
ら
の
屋
敷
に
は
新
政
府
の
高
官
や
京
都
か
ら
来
た
公
家
た
ち
が
住
む
よ
う
に
な
る
が
、

な
か
で
も
大
名
屋
敷
は
学
校
の
校
舎
と
し
て
は
最
適
で
あ
っ
た
。
大
人
数
を
収
容
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

市
島
謙
吉（

１
）
は
、
明
治
八
年
（
一
九
三
三
）
に
新
潟
か
ら
上
京
、
東
京
英
語
学
校
（
の
ち
に
大
学
予
備
門
、
第
一
高
等
学
校
）
に

入
学
す
る
が
、
そ
こ
は
越
後
国
高
田
藩
（
現
在
の
新
潟
県
上
越
市
）
藩
主
榊
原
侯
の
屋
敷
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
様
子
を
、

「
昔
の
ま
ゝ
学
校
に
充
て
た
の
で
、
門
も
昔
の
ま
ゝ
で
あ
つ
た
し
、
教
室
も
元
の
諸
室
に
多
少
の
手
入
を
な
し
、
畳
を
上
げ

硝
子
戸
を
は
め
た
位
の
程
度
で
、
仮
校
舎
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
つ
た
。」
と
書
い
て
お
り
、
多
く
は
旧
大
名
屋
敷
を
改
造

し
た
急
ご
し
ら
え
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
、
東
京
英
語
学
校
の
道
を
挟
ん
で
反
対
側
に
あ
っ
た
開
成
学

校
に
つ
い
て
は
、「
木
造
建
築
で
は
あ
っ
た
が
、
英
語
学
校
の
よ
う
な
間
に
合
わ
せ
も
の
で
な
く
堂
々
た
る
白
堊
館
で
、
寄

宿
舎
も
あ
り
、
外
国
教
師
の
為
め
幾
棟
の
教
師
館
も
あ
り
、
又
、
数
百
人
を
容
れ
得
る
大
講
堂
も
あ
っ
た
。」（「
神
保
町
の
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憶
ひ
出
」『
冨
山
房
五
十
年
』）
と
書
い
て
い
る
。
そ
の
、
洋
風
二
階
建
て
総
坪
数
千
八
百
余
の
開
成
学
校
は
、
文
部
省
直
轄

の
高
等
教
育
機
関
と
し
て
上こ

う
ず
け
の野
国く

に

安
中
藩
（
現
在
の
群
馬
県
安
中
市
）
藩
主
板
倉
侯
の
屋
敷
跡
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
現

在
の
学
士
会
館
の
場
所
に
あ
た
る
。
そ
こ
に
は
現
在
、「
東
京
大
学
発
祥
の
地
」
と
「
新
島
襄
生
誕
の
地
」
の
二
つ
の
碑
が

建
て
ら
れ
て
い
る
が
、
開
成
学
校
は
い
く
つ
か
の
変
遷
を
経
て
現
在
の
東
京
大
学
と
な
り
、
京
都
の
地
で
同
志
社
を
創
立
し

た
新
島
襄
は
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に
そ
の
安
中
藩
江
戸
屋
敷
で
生
ま
れ
た
。

　

開
国
と
と
も
に
諸
外
国
と
の
法
整
備
が
急
が
れ
、
ま
た
、
義
務
教
育
制
度
の
確
立
も
急
務
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
明
治

の
半
ば
ご
ろ
ま
で
に
は
神
田
一
ツ
橋
、
神
保
町
を
中
心
に
法
律
関
係
を
始
め
と
す
る
各
種
学
校
が
次
々
と
開
校
し
て
い
っ
た
。

や
が
て
多
く
の
学
生
が
全
国
か
ら
集
ま
る
よ
う
に
な
る
と
学
生
相
手
の
本
屋
も
増
え
て
ゆ
き
、
そ
れ
ま
で
日
本
橋
を
拠
点
と

し
て
発
達
し
て
き
た
出
版
の
中
心
は
神
田
神
保
町
に
移
っ
て
き
た
。

　

・ 

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）、
開
成
学
校
（
東
京
大
学
の
前
身
）
が
現
在
の
学
士
会
館
の
地
で
開
校
。

　

・ 

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）、
一
ツ
橋
通
町
一
番
地
（
現
在
の
如
水
会
館
の
辺
り
）
に
東
京
外
国
語
学
校
（
東
京
外
国
語
大
学

の
前
身
）
開
設
。

　

・ 

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）、
華
族
の
た
め
の
教
育
機
関
と
し
て
華
族
学
校
（
学
習
院
の
前
身
）
が
神
田
錦
町
で
開
校
。

　

・ 

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）、
神
田
駿
河
台
に
東
京
法
学
社
（
法
政
大
学
の
前
身
）
開
校
。

　

・ 

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）、
専
修
学
校
（
専
修
大
学
の
前
身
）
が
京
橋
区
木こ

挽び
き

町ち
ょ
う

か
ら
神
田
神
保
町
三
丁
目
に
移
転
。

英
吉
利
法
律
学
校
（
中
央
大
学
の
前
身
）
が
神
田
錦
町
二
丁
目
に
開
校
。
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神田神保町付近地図（明治 35年ごろ）
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・ 

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）、
共
立
女
子
職
業
学
校
（
共
立
女
子
学
園
の
前
身
）
が
神
田
一
ツ
橋
の
現
在
地
に
開
校
。
明

治
法
律
学
校
（
明
治
大
学
の
前
身
）
が
有
楽
町
か
ら
駿
河
台
に
移
転
。

　

・ 

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）、
飯
田
橋
の
皇
典
講
究
所
内
に
創
設
さ
れ
て
い
た
日
本
法
律
学
校
（
日
本
大
学
の
前
身
）

が
独
立
、
神
田
三
崎
町
（
現
在
の
法
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
の
地
）
に
開
校
。

　

明
治
中
頃
の
神
田
神
保
町
付
近
地
図
を
み
る
と
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
創
業
と
い
う
小
川
町
の
神
谷
書
店
が
令
和
元

年
（
二
〇
一
九
）
十
二
月
三
十
日
を
も
っ
て
閉
店
し
た
も
の
の
、
今
も
残
っ
て
い
る
書
店
や
出
版
社
が
い
く
つ
か
あ
る
。
法

律
書
出
版
で
知
ら
れ
る
有
斐
閣
は
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
に
埼
玉
出
身
の
江
草
斧
太
郎
が
創
業
、
当
初
は
有
史
閣
と
い

う
名
の
古
書
店
だ
っ
た
が
、
二
年
後
に
は
有
斐
閣
と
社
名
を
改
め
法
律
・
経
済
関
係
の
出
版
を
始
め
た
。
現
在
の
す
ず
ら
ん

通
り
に
あ
る
三
省
堂
書
店
は
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）、
亀
井
忠
一
に
よ
り
、
当
初
は
古
書
店
と
し
て
、
二
年
後
に
は

新
刊
書
も
扱
う
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
そ
の
一
年
後
に
は
出
版
も
始
め
た
。
冨
山
房
は
、
小
野
梓（

２
）

の
東
洋
館
書
店
で
修
業
し

た
坂
本
嘉
治
馬
が
、
小
野
の
死
去
を
機
に
梓
の
義
兄
小
野
義
眞（

３
）

の
庇
護
を
受
け
て
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
に
創
業
し
た
。

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
に
新
潟
県
長
岡
出
身
の
大
橋
佐
平
に
よ
っ
て
創
業
さ
れ
た
博
文
館
は
、
今
で
は
『
博
文
館
日
記
』

に
そ
の
名
を
留
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
明
治
二
十
年
発
刊
の
雑
誌
『
日
本
大
家
論
集
』
を
皮
切
り
に
、
そ
の
後
十
年
間

で
二
十
九
種
の
雑
誌
を
発
刊
し
て
い
ず
れ
も
成
功
を
収
め
た
。
さ
ら
に
、
出
版
部
門
と
し
て
の
博
文
館
の
ほ
か
に
、
流
通
部

門
と
し
て
の
東
京
堂
書
店
、
印
刷
・
製
本
部
門
と
し
て
の
共
同
印
刷
を
設
立
し
て
現
在
の
出
版
産
業
の
礎
を
築
い
た
。
三
省

堂
書
店
と
冨
山
房
の
間
に
あ
っ
た
上
田
屋
は
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
に
新
潟
出
身
の
長
井
庄
吉
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
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た
取
次
店
だ
っ
た
が
、
そ
こ
で
修
業
し
た
同
じ
新
潟
出
身
の
小
酒
井
五
一
郎
は
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
に
英
語
研
究

社
（
の
ち
の
研
究
社
）
を
設
立
し
た
。
駿
河
台
下
に
あ
っ
た
中
西
屋
書
店
は
、
日
本
橋
「
丸
善
」
創
業
者
の
早は

矢や

仕し

有ゆ
う

的て
き

が

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
開
い
た
外
国
書
専
門
の
古
本
屋
で
、
店
名
は
中
国
の
「
中
」
と
西
洋
の
「
西
」
か
ら
と
っ
た
。

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）、
早
矢
仕
有
的
の
遠
縁
に
当
た
る
池
田
治
朗
吉
が
、
中
西
屋
の
一
部
を
借
り
て
輸
入
文
具
の
店

を
開
い
た
の
が
現
在
の
文
房
堂
の
始
ま
り
と
い
う
。

（
１
）　

市
島
謙
吉
（
一
八
六
〇‒

一
九
四
四
）
現
在
の
新
潟
県
阿
賀
野
市
出
身
。
号
は
春
城
。
東
京
帝
国
大
学
文
科
中
退
。
新
潟
新
聞
、読
売
新
聞
主
筆
、衆
議
院
議
員
を
歴
任
。
大

隈
重
信
の
も
と
で
東
京
専
門
学
校
（
早
稲
田
大
学
の
前
身
）
の
開
設
に
尽
力
、
初
代
図
書
館
長
。　

（
２
）　

小
野
梓
（
一
八
五
二‒

一
八
八
六
）
米
英
に
留
学
し
て
法
律
、
経
済
学
を
学
ぶ
。
会
計
検
査
院
な
ど
の
官
を
辞
し
て
か
ら
は
、
政
治
（
立
憲
改
進
党
の
結
成
を
推
進
）・
教
育

（
東
京
専
門
学
校
の
設
立
に
参
画
）・
出
版
（
東
洋
館
書
店
を
開
く
）
の
三
つ
の
活
動
に
精
魂
を
傾
け
た
。　

（
３
）　

小
野
義
眞
（
一
八
三
九‒

一
九
〇
五
）
現
在
の
高
知
県
宿
毛
市
出
身
の
実
業
家
。
日
本
鉄
道
株
式
会
社
、
小
岩
井
農
場
な
ど
の
創
立
に
関
わ
る
。
小
岩
井
農
場
の
「
小
岩
井
」

は
、
小
野
と
岩
崎
彌
之
助
（
三
菱
第
二
代
社
長
）、
井
上
勝
（
鉄
道
庁
長
官
）
の
三
人
の
名
前
か
ら
一
字
ず
つ
と
っ
た
も
の
。

鈴
木
一
平
、
修
学
堂
書
店
に
入
店
す
る
─
─
東
京
市
神
田
区
表
神
保
町

　

当
時
は
表
神
保
町
と
呼
ば
れ
た
現
在
の
す
ず
ら
ん
通
り
、
東
京
堂
書
店
の
並
び
に
明
治
の
半
ば
か
ら
大
正
半
ば
に
か
け
て
、

修
学
堂
書
店
（
以
下
、
修
学
堂
）
と
い
う
取
次
業
と
出
版
業
を
兼
ね
た
店
が
あ
っ
た
。
店
主
の
名
は
辻
本
末
吉
と
い
い
、
大

阪
で
修
業
し
た
後
に
当
時
一
流
の
出
版
社
だ
っ
た
東
京
日
本
橋
の
大
倉
書
店
に
入
り
、
そ
の
後
独
立
し
て
神
田
表
神
保
町
に

店
を
開
き
、
本
屋
仲
間
か
ら
は
〝
辻
末
さ
ん
〞
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　

明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）、
そ
の
修
学
堂
に
鈴
木
平
吉
（
の
ち
の
一
平
）
と
い
う
十
六
歳
の
少
年
が
入
店
し
た
。
明
治


